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１．はじめに
１．１　背景
　社会が多様化，グローバル化する中，教育現場では国
際教育の実践研究が行われており，その取り組みのあ
り方について関心が高まっている．多様な人々との日
常的な交流が拡大する中にあっては，異文化や異なる
文化をもつ人々を理解するだけでなく，理解した上で，
他者とよりよい人間関係を作り出していくような力が
求められる．そのためには，自分の考えや意見を自ら
発信し，他者の意見を理解して受け止め，具体的に行
動することのできる態度・能力が必要となる．国際教
育で目指される具体的な態度・能力については，「初等
中等教育における国際教育推進検討会報告」１において，
①異文化や異なる文化をもつ人々を受容し，共生する
ことのできる態度・能力，②自らの国の伝統・文化に
根ざした自己の確立，③自らの考えや意見を自ら発信
し，具体的に行動することのできる態度・能力の３点
が提示された．国際教育では，主体的に発信できると
いう態度・能力の育成が目指されていると言える．
　大学教育においても国際教育の必要性は認識されて
いる．ユネスコの勧告２では，「国際教育のプログラム
を実施すべきであり，かつすべての授業に世界的視野
をもった教育方法を採用すべき」だとあり，大学にお
ける国際教育の学習と活動の機会の必要性が指摘され
ている．しかし，筆者が勤務していた教員養成大学では，
「英語」や「短期語学留学・異文化体験実習」などの科
目でその内容は扱われているが，国際教育が目指す態
度・能力の育成を目指したものではない．各教科，道
徳，特別活動などの教職に関する授業でも，国際教育
の観点から態度・能力の育成をねらいにした授業は特
に行われていないのが現状である３．将来教員になる者
に，国際教育についての態度・能力を育成することは，
各教科等や総合的な学習の時間の指導だけではなく，
多様な背景を持つ児童生徒の指導などあらゆる面にお
いて役立つものと考えられる．教員養成大学において
は，国際教育の学習と活動の機会を提供し，国際教育
の態度・能力を育成することは必須の任務だと言える．
　では，教員養成大学において国際教育の取り組みを
どのようにすべきなのか．教員養成大学における国際
教員養成大学における国際教育としての遠隔授業の一考察
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教育の先行事例では，国内における外国人や留学生と
の交流，海外を訪問して現地での交流，交換留学，途
上国への教育支援活動，国際教育協力活動など，直接
接触を基本とした事例がある．また近年の特徴的な傾
向として，コンピュータやインターネットなどの情報
通信技術（Information and Communication Technology，
以下 ICT）を活用した遠隔授業４が行われている．例え
ば，テレビ会議システムを活用して，画像，音声など
を双方向でやりとりすることにより外国で行われてい
る授業を日本で受講したり，外国の学生と様々な議論
をリアルタイムに交わしたりするなどの遠隔授業があ
る５．しかしこれらの事例の多くは，相互に情報をやり
とりしたり議論したりすることを通して知識・技能を
習得することが主目的であり，前述の国際教育の態度・
能力の育成を目指して行われているものは大学教育に
おいてはまだ多くはない．ICT 技術によって，複数の
地域で複数の者が時間的・地理的制約を受けずにコ
ミュニケーションの機会を得ることが容易になった．
このことから，異なる空間を共有する者同士をつなげ
ることができる ICT を活用した遠隔授業は，自らの文
化を主体的に発信する学習と活動の機会を提供する点
から，国際教育の取り組みとして有効な方法になり得
ると考えられる．
１．２　国際教育の授業
　国際教育の授業においては，直接的な異文化体験が
重視されている６．その理由として，国際教育で目指さ
れている「実感して理解する」レベルに至るには，「わ
かる，わからない」という知識の理解に加えて，感情
が動かされてわかる（気づく）という情意面での理解
に至る必要があると捉えられているからである．感情
が動かされる授業方法について多田は，「予測できない
課題に取り組み，戸惑い，混乱を生かし，臨機応変の
対応力を高める学習」７が適していると述べ，検証実践
を行い，異なる文化背景を持つ者同士の交流の学習効
果を確認した８．また佐藤は，感情が動かされる授業方
法として異文化接触９を挙げ，異文化接触で経験するカ
ルチャー・ショックは，自己発見や自己の文化理解を
深める効果があることを明らかにした１０．いずれも異文
化体験の学習効果を捉えようとした研究であり，主体
的に発信できるという態度・能力の育成を視点にした
研究ではない．
１．３　異文化体験を取り入れた遠隔授業
　筆者は今までに直接的な異文化体験を取り入れた遠
隔授業を計画し，実施してきた１１，１２，１３．
　これらは，音楽科の学力育成を目指して行ったもの
であるため，異文化体験を取り入れた遠隔授業が，国
際教育の態度や能力の育成につながるのか，その効果
については明らかにしてこなかった．以上の問題意識
から，筆者が教科教育の一環として行った遠隔授業を，
国際教育という視点から捉え直すことにした．教員養
成課程における国際教育という意味において，本稿に
おいては前任大学教育学部で行った実践に焦点をあて
る．
１．４　研究の目的と方法
　本研究の目的は，異文化体験を取り入れた遠隔授業が，
国際教育の態度や能力の育成につながるのか，その学
習効果を考察することである．そして，教員養成課程
における国際教育としての遠隔授業の意義を得たい．
　方法としては，まず異文化体験を取り入れた遠隔授
業の概要について述べる．次に，「音楽科指導法」受講
生の学生の発言，様子・態度から，主体的に発信する
態度がみられたか，また変化がみられたきっかけは何
だったかを視点に分析・考察する．
２．異文化体験を取り入れた遠隔授業
２．１　概　要
　⑴　交流校探し
　交流校はハワイの小学校とした．その理由は，日本
の文化に対して強い興味・関心を持っている点，特徴
的な音楽文化がある点，一般学生が会話しやすい英語
圏である点からである．
　交流校探しにおいては，研究団体や Google 検索など
で音楽交流の希望校を探したが見つからなかった．そ
こで，面識のあったハワイの教育関係者に電子メール
で学校紹介を依頼したところ，Punahou School を紹介
された．Punahou Schoolでは，「Culture-Based Education」
をベースにした多文化理解教育が行われ，日本の風習
や行事，言葉，食べ物，伝統文化などの日本伝統文化
に関する学習をすることが小学校２年生のカリキュラ
ムに位置づけられている．このことから，Punahou 
School の日本伝統文化の指導教員から，日本伝統音楽
について教えてほしいという要望と，筆者が担当して
いる「音楽科指導法」の「日本伝統音楽を理解し指導
することができる」という学習目標とが合致したため
決定した．
　⑵　学習目標
　学習目標については，教員養成課程の学生の学習効
果を考慮するのは当然のことながら，交流校の学習効
果も考慮する必要があった．なぜなら遠隔授業は，相
互学習であり，交流校にはどういった学習効果がある
かを相互に考えあって学習プランをたてないと，単に
こちら側の学習につき合わせるだけになってしまい，
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継続的な関係づくりができないからである．そのため，
交流校の教員と，メールと Skype を使って何度もやり
とりをして内容を具体的に決めた．そこで，交流校の
学習者の実態，さらには学習者を取り巻く環境につい
ても話し合い，相互の学習目標が達成できるための方
法を検討した．実際に会うことは出来なかったが，
Skypeを活用して打ち合わせをする中で，ICT機器の操
作や画像や音声がどのように伝わるのかを体験し，教
員同士の信頼関係を築いていった．
　⑶　使用言語
　会話は，英語（挨拶の他，「立って下さい」，「答えて
下さい」など簡単な指示は日本語）で行うことにした．
受講生は英語が専門の学生ではなかったため，英語指
導は，筆者の他，英語教員の協力を得て行った．英語
をある程度話せる者は６ヶ月の留学経験がある学生１
名のみだったが，通訳を入れなかった．通訳を入れな
かった理由は，どちらかが話をしてからそれを通訳す
るという形をとると，時間が２倍かかるだけでなく，
次第に双方の通訳者に向かって話すようになり，会話
の臨場感が減少するのではないかと考えたからである．
　⑷　ICT環境
　使用したソフトウエアは現在一般に普及している
Skype を使用した．Skype は，音声と映像を双方向に
送ることができる点，異なる OS 間でも使用できる点，
無料である点から汎用性が高いソフトである．日本・
ハワイともに，Skype のインストールされたパソコン
をプロジェクタとスピーカにつなぎ，画面上には相手
と自分の映像を表示した．日本側は指向性のマイクと
ハンディビデオカメラを使用し，ハワイ側はパソコン
内蔵のマイクとカメラを使用した．画面上には，相手
側の映像と共に相手が見ている自分側の映像を小窓
（ワイプ）で表示した．
２．２「音楽科指導法」の授業内容
　「音楽科指導法」の受講生１２４名に，ハワイの子ど
もに日本伝統音楽を教えるという課題を与えた．授業
は，表１のように実施した．
　第１次では，まず日本伝統音楽を指導する際に必要
な基本的な知識を学生に与えた．また，学生１２４名を
６班に分け，授業者，教材づくり，ICT 機器操作，司
会など，全員が何らかの形で関われるよう担当を決め，
班ごとに指導案を作成させた．指導案を作成する際に
は，学生が遠隔授業を具体的にイメージできるよう，
幾つかの指導案例を提示した．第２次では，班ごとに
模擬授業を行い，その反省をもとに指導案をつくり直
させた．第３次では，遠隔授業を実施させた．第４次
では，実施した遠隔授業の録画ビデオをクラス全体で
視聴し，反省会を行った．
２．３　遠隔授業
　第３次に実施した遠隔授業は次の通りである．
１）日時：２０１０年５月７日，８日，９日の３日間
２）日本伝統音楽の指導者：６班（計１２４名）
３）日本伝統音楽の学習者：ハワイ Punahou School 小
学２年生６クラス（計１８０名）
４）活動内容：遠隔授業の活動内容は，班で考えさせ
た．実施した６班の授業は学生のオリジナルである
ため，班ごとにその内容は異なる．表２はその１例
である．
３．「音楽科指導法」受講生の学生の発言，様子・態度
３．１　主体的に発信する態度がみられたか
　異文化体験を取り入れた遠隔授業が，国際教育の態
表１　「音楽科指導法」の授業内容（全４時間）
第１次：日本伝統音楽の指導法についての説
明，指導案作成
第２次：模擬授業，指導案再考
第３次：ハワイの子どもに日本伝統音楽を教
える遠隔授業の実施
第４次：ビデオ視聴，反省会
表２　遠隔授業の例
①　ハワイの子どもたちに日本伝統音楽の楽
曲（≪おすもうどっこい≫，≪さくら≫，
≪なべなべ≫など）を紹介し，一緒に歌っ
て遊ぶ．
②　①で遊んだ曲が「ミソラ」や「ミファラ
シド」という３〜５音の音階で出来ている
ことを，フリップなどの視覚教材を使って
教える．また，「ソラシ」で出来ている２
つの楽曲（日本伝統音楽の音階でできてい
る≪なべなべ≫と西洋音楽の≪メリーさん
の羊≫）の「終止形」に着目させ，終わる
感じの違いを発見させる．
③　日本伝統音楽の音階の響きを意識しなが
ら再度わらべうたで遊ぶ．
④　日本伝統音楽と西洋音楽の音階でできた
曲を２曲比較聴取させ，何問か出題して学
習の理解度を図る（例：≪うさぎ≫日本音
階，≪ふるさと≫西洋音階）．
⑤　ハワイの子どもたちによるハワイ伝統音
楽の紹介やフリートークなどを行う．
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度や能力の育成につながるのか，「音楽科指導法」受講
生の学生の発言，様子・態度から，主体的に発信する
態度がみられたかどうかを視点に分析する．分析デー
タは，映像記録における学生の様子や発言を逐語文字
化したデータと指導実践後に学生が書いた感想である．
　⑴　第１次
　最初学生は，日本伝統音楽をハワイの小学生に教え
るということに対して「J-Pop やアニソンみたいな曲を
教えたい」１４という意見が多く，「わらべうたや民謡は，
カッコよくないからハワイに紹介するのは恥ずかし
い」という否定的な感情をもっている者もいた．その
理由について問うと，「日本伝統音楽は古臭いから魅力
を感じない」，「日本伝統音楽をハワイに教える意味が
わからない」などと述べ，授業者を選ぶ際はジャンケ
ンで決めていた．日本伝統音楽についての知識は乏し
く，例えば，≪ふじ山≫，≪むすんでひらいて≫，≪上
を向いてあるこう≫など西洋音階で出来た曲を日本伝
統音楽と捉えていたり，西洋と日本伝統音楽の折衷音
楽である≪ふるさと≫や≪茶つみ≫などを日本伝統音
楽と捉えていた．そのため，指導案を作成する段階では，
主体的に取り組むというよりは，「課題だからしかたな
くする」というように，いわば，外的な働きかけを活
動の原動力として指導案作成に臨んでいた．
　指導案作成の際には，教える相手が異文化の子ども
であることを強調したところ，「何も知らないから予想
がつかない」と言いながらも，「いっしょに出来る動き
のある歌にしよう」，「相撲の四股を踏む動きは“よい
しょっ”というイメージが伝わらないだろうから大き
な身体のお相撲さんの写真を見せよう」など，教える
相手のハワイの子どもの立場や状況（知識・感性・文化・
生活習慣など）を想像しようとしていた．しかし深く
追求しようとはせず，今までの経験から得られた知識
をもとに感覚的な理解で捉えており，相手の状況を調
べようとしたり相手のことについて質問しようとはし
なかった．
　このように第１次では，学生は，日本伝統音楽に対
して否定的な感情を持っている者が多く，ハワイの子
どもに対しても興味・関心もあまり高くなかった．日
本伝統音楽をわかりやすく伝えたいという気持ちのあ
らわれが少しみられたものの，主体的に発信したり相
手の状況を知ろうとしたり関わろうとする態度は特に
見られなかった．
　⑵　第２次
　第２次では，プナホウ小学校のホームページを見せ
てハワイの子どもたちの生活を具体的にイメージさせ，
ハワイの教員や子どもたちから届いた e-mail を見せて
ハワイの人たちが楽しみにしていることを伝えた．学
生の言動に変化が見られ始めたのはその直後だった．
どのような曲を，どのように紹介するかを考える中で，
「見た目，聴いた感じで一発で日本だと分かるように
したい」，「最初の曲を変更して筝で≪さくら≫を演奏
しよう」など，日本らしさを強調しようとした．箏の
演奏ができる学生はいなかったが，放課後残って箏の
アンサンブル練習をしていた．
　模擬授業では，ハワイの子どもへの伝え方について
話し合われた．最初の段階では「見本をみせよう」と
一人が言えば，「そうしよう」と深く追究せずに同意し
ていたり，「桜って知ってるかな」といった疑問があっ
たとしてもそのままにしておいたりという反応だった
のが，「桜の儚さを伝えたい」，「儚さよりも入学式の喜
びみたいなんを伝えたい」，「挿し絵や写真を見せたら
イメージが伝わる」など，話し合う内容も具体的になり，
コミュニケーションも活発化した．そして，授業外の
時間を使って視覚教材（フリップ，挿し絵，写真など）
が作成された．また，分かりやすく伝える方法につい
ての話し合いも行われた．例えば，≪おすもうどっこ
い≫や≪おちゃらかほい≫が同じ音階でできているこ
とを視覚的に見せるという提案や，「ソラシ」の３音だ
写真１　遠隔授業の様子
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けて出来ている≪メリーさんの羊≫と≪なべなべ≫の
比較聴取をさせることを提案する者もいた．これらの
意見をもとに，各班で指導案の作り直しが主体的に行
われた．この段階の子どもたちの発言によく見られた
のは，「わかるかな」，「理解できるかな」という，相手
に伝わるかどうかを重視している言葉だった．
　このように第２次では，ハワイの教員や子どもたち
が楽しみにしているということを実感したことにより，
ハワイの子どもたちへの関心は一気に高まった．自ら
進んで，日本らしさをハワイの子どもに伝える方法を
考えたり，日本伝統音楽の特徴をわかりやすく伝える
方法を主体的に考える態度がみられるようになった．
特徴的だったのは，相手にきちんと伝わるかどうかを
意識する言葉が頻繁にみられた点である．
　⑶　第３次
　第３次の遠隔授業の出席率は１００％だった．時差が
あるため，実施は早朝７時４５分から開始したが，前
日夜遅くまで大学に残って教材づくりや準備をした．
朝の集合時間よりも３０分以上前に集合し，どの班も念
入りにリハーサルを実施していた．遠隔授業がスター
トした時点では，英語でハワイの子どもに話しかける
ことに躊躇する学生もいたが次第に慣れて行く様子が
伺えた．予想外だったのは，学生が箏の音色を紹介で
弦をかき鳴らしてアルペジオのように弾いたり，≪な
べなべ≫の遊びを紹介するだけで，ハワイの子どもた
ちから大きな歓声や拍手が沸き起こったりしたことで
ある．ハワイの子どもたちから「クール」，「ワンダフ
ル」などの称賛の言葉が次々に聞こえ，大きな拍手が
即座に返ってきたことに対し，学生は非常に驚いた様
子だった．
　徐々に英語での会話が慣れて行くに従い，身振り・
手振りを交えた指導を加えていった．興味深かったの
は，学生が積極的な態度になるにつれて，ワイプに映
る自分が「どう見えるか」を学生同士で指摘しあったり，
ハワイの子どもの反応を意識したりする態度が目立っ
たことである．この段階の子どもたちの発言によく見
られたのは，「Does that make sense？」や「Am I making 
myself clear？」という，相手に伝わっているかどうか
を重視している言葉だったり，「ここをもっとアップし
て写して」などカメラワークに対する発言だったりし
た．学生が指導した内容をハワイの子どもが理解でき
たかどうかは遠隔授業の要になる部分だったことから，
学生がハワイの子どもに≪ふるさと≫と≪うさぎ≫を
聴かせて「どちらが日本音階で出来ている曲か」を問
う場面では，張りつめた空気感が漂ったが，即座にハ
ワイの子どもから「No．２（≪うさぎ≫）」という正解
の声が挙がった瞬間には，学生たちは無心に喜んでい
た．最後は，ハワイの子どもたちからハワイ伝統音楽
のチャント（朗唱）やフラの演奏が行われた．その際
学生たちは，身体全体を揺らしたり手拍子を打ったり
するなどハワイの演奏に身体全体で反応して聴いてい
た．授業が終わると，拳をふりあげて「サイコー」と
大声で叫んだり，駆け寄って班のメンバーと肩を抱き
合って大声で泣いたりするなど，我を忘れた興奮状態
で大きな喜びを表現していた．
　このように第３次では，ハワイの子どもたちを実際
に目の前にして，分かりやすく伝える方法や面白く伝
えるための工夫を臨機応変に考え，主体的に発信しよ
うとする態度が見られるようになった．学生たちは積
極的な態度になるにつれて，顔の表情や身振り，ジェ
スチャーなどのボディランゲージを多用していた．特
徴的だったのは，相手にきちんと伝わったかどうかと
いう点に加えて，相手にどう映っているかという点を
非常に意識していることだった．
　⑷　第４次
　第４次は，遠隔授業の録画ビデオを視聴しながら班
単位でフィードバックを行い，全体で意見交換をした．
また第３次終了後に出した課題，遠隔授業の感想（質
問紙）を回収した．提出率は１００％だった．
　フィードバックでは，「ハワイの子どもたちの喜ぶ反
応が嬉しかったので，わたしも表情が伝わるようにし
ようと思った」，「日本人を対象とするよりももっと視
覚，聴覚，身体を使わないと伝わらないと思った」な
ど，伝え方についての意見が多く出された．また，自
分が相手にどう見えているかということも強く意識し
ていたようだった．その理由を学生に尋ねたところ，
「子どもたちが分かっているのか分からないのか画面
の表情や態度からすぐに伝わったから，自分も同じだ
と思った」と述べていた．「自分達が相手側にどう映っ
ているか，どうすれば伝わりやすいか，それを想像し
てカメラワークを考える必要があった」という意見が
出された．
　遠隔授業の内容に関しては，肯定的な感想がほとん
どだった．遠隔授業については，「やって良かった」，
「楽しかった」，「感動した」，「意味を感じた」，「面白
かった」などの感情を含む言葉が全ての学生のフィー
ドバックに含まれていた．充実感に関しては，「日本伝
統音楽は難しい内容だと思っていたのに，理解してく
れたことが嬉しかった」，「英語を使って通じたことが
嬉しかった」，「ハワイの子どもたちが楽しそうにして
くれたから，こっちも乗って出来た」，「拍手をもらっ
た時，日本伝統音楽を尊敬されたと思った」など，ハ
ワイの子どもたちの反応に関連させた記述が多かった．
驚いたことについては，「こんなことぐらいで拍手喝采
になるとは予想してなかった」，「あんなに楽しそうに
授業を受けてくれるとは全く想像していなかった」な
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ど，ハワイの肯定的な態度に驚いたという感想が半数
以上を占めた．その他，「ハワイの子どもには≪ふるさ
と≫が西洋音楽に聴こえる，ということに驚いた（自
分達は日本音楽だと思っていたから）」，「達磨を知らな
かったり，≪なべなべ≫のひっくりかえしが出来ない
とは思わなかった」など，自分がイメージした相手の
姿との差異を再認識したようだった．否定的な意見は
ほとんどなかったが，「日本語だったらスムーズできた
部分でも，英語だったから出来なかったのが悔しかっ
た」，「準備時間が短かった」，「朝が早くて困った」と
いうものがあった．日本伝統音楽については，授業前
は全く日本伝統音楽に興味がなかった学生や学ぶ意欲
もなかった学生たちが，「今は，これじゃいけないと
思っている．日本伝統音楽を知りたいと思うように
なった」，「私達がハワイ音楽を特別な音楽だと感じた
ように，ハワイの子どもたちは日本音楽を特別だと感
じてくれたように思う」などと述べ，学校で伝統音楽
を教える必要を強く主張していた．
　このように第４次では，第３次で行った遠隔授業を
客観的に捉え直して反省する中で，日本伝統音楽に対
する学習意欲や日本伝統音楽の価値の再認識が見られ
た．最初に見られたような「紹介しなければいけない
から伝える」といった消極的な態度ではなく，日本伝
統音楽を発信することを前向きに捉えるようになり，
学校教育で日本伝統音楽を教える必要性が実感された．
３．２　考　察
　異文化体験を取り入れた遠隔授業が，国際教育の態
度や能力の育成につながったのか，その学習効果を考
察する．
　以下の表は，３．１の分析結果から，①主体的に発信
する態度，②変化をもたらしたきっかけをまとめたも
のである．
　最初学生は，日本伝統音楽に対して否定的な感情が
強く，ハワイの子どもに対しても興味・関心が低く，
日本伝統音楽は教えたくないと述べていた．しかし，
ホームページをみて相手の生活を具体的にイメージし，
ハワイの教員や子どもたちが楽しみにしているという
ことを実感したことがきっかけとなり，日本らしさや
日本の独自性や特徴をより強調して伝える方法を考え
るように変化した．これは，日本文化を教える代表者
だという自覚が芽生え，自分たちが日本人を代表して
教えるという責任感から，日本の独自性や特徴へ意識
が向けられたのだと推測する．この日本文化を教える
代表者だという気持ちは，ハワイ側の日本伝統音楽に
対する継続的な肯定的反応により，より一層強くなっ
たと考えられる．
　主体的に発信する態度が顕著にあらわれたのは，ハ
ワイの子どもたちを実際に目の前にし，ハワイの子ど
もから歓声や拍手が起きた時だった．これは想像して
いなかった反応が返ってきたためだと推測する．この
ことにより，自分たちがさほど価値を感じていなかっ
た日本伝統音楽に対して再認識が行われたと考えられ
る．もう１つはハワイの子どもたちが指導内容を理解
した場面である．自分たちの指導で子どもたちが理解
できるか不安を感じて緊張していたため，理解が確認
できたときの喜びは非常に大きく，安堵の態度となっ
て表れた．外国語を使って自分の発話が通じたことに
対する感動と，日本伝統音楽の特徴を異文化を背景に
もつ子どもに指導できたことに対する喜びがいかに大
きかったか，その成功体験の結果は，無心に喜ぶ歓喜
の態度に表明されていた．その感激の気持ちはそのま
ま，学生自身の日本伝統音楽に対する価値や意味など
の肯定的感情に直結されたと考えられる．
　異文化体験ができる遠隔授業は，日本人同士では生
じ難い，思いもよらない相手の言動に感情が揺り動か
されることにより，感じたことを見つめ直し，自分に
とっての価値や意味を実感せざるを得ない状況を作る
可能性が高いということが分かった．これは，他の授
業ではなかなか得難い部分であり，遠隔授業のもたら
す大きな効果と言える．
表３　学生の態度と変化をもたらしたきっかけ
自分にとっての価値や
意味の実感成功体験による充実感や安堵感日本の代表者という責任感働いた感情
日本伝統音楽の価値や意味を実
感した上で主体的に発信した．
日本伝統音楽の伝え方を工夫し
て主体的に発信した．
相手の反応や理解度を意識した．
日本らしさを伝えるため，
日本の独自性や特徴を強調
する方法を考えた．
①主体的に発信
する態度
録画ビデオを視聴して，ハワイ
の子どもたちの反応や態度を再
確認したり，自分自身の態度を
客観的に捉え直した．
ハワイの子どもたちの積極的な
態度や肯定的な表情を目の当た
りにした．
外国語での指導で，子どもたち
が理解できたことを実感した．
ホームページをみてハワイ
の子どもたちの生活をイ
メージした．
ハワイの教員や子どもたち
が楽しみにしていることを
実感した．
②変化をもたら
したきっかけ
13
教員養成大学における国際教育としての遠隔授業の一考察
　特筆すべき点は，「これからも継続したい」という要
望が日本側からもハワイ側からも出た点である．それ
は単に遠隔授業が動機づけに役立ったということでは
なく，活動そのものに自分にとっての価値や意味を実
感した結果の表れだと考えられる．
４．結　語
４．１　遠隔授業の意義
　異文化体験を取り入れた遠隔授業が，国際教育の態
度や能力の育成につながることが確認できた．従来の
授業では実現できなかった文化的な差異をもつ２つの
集団が関わる授業を経験することを通して，学生は主
体的に授業を計画・実施し，日本伝統音楽を発信する
態度・能力が育成された．しかも，遠隔授業を通して
学生は，自文化，自己に対する肯定的感情が育成された．
本研究で得られた知見は，今後の教員養成課程におけ
る国際教育指導において有用なものであると考えられ
る．問題は，遠隔授業の本来の意義を大学にいかに浸
透させ，このような授業を通常のカリキュラムの中に
いかに組み込んでいくかであろう．
　従来の国際教育の授業は，対面が基本だったことか
ら，ICT を活用した遠隔授業の経験は，留学など現地
に実際に行く経験と比較するならば学習効果は低いと
考える立場の人も多いだろう．当然，留学や海外修学
旅行，姉妹校提携の交流活動など実際に海外での生活
を体験するという直接的な異文化体験は心が揺さぶら
れる有効な方法だと言える．しかし筆者は，遠隔授業
はそれとは異なる別の効果があると考えている．１つ
は，相手の状況や様子を感じ取ろうとする経験ができ
る点である．遠隔授業では，映し出される画像が二次
元だからこそ，コミュニケーションが難しく，微妙な
表情や雰囲気，匂いや質感というものは特に読み取り
難い．しかし読み取り難いからこそ，そこにいる人や
状況を想像しようとする感覚が普段以上に研ぎ澄まさ
れ，相手の状況を想像し理解しようとするアンテナが
敏感になるとも考えられる．もう１つは，対等な空間
で異文化の人と接する経験ができる点である．一般に，
ある文化圏に別の文化圏の個人や集団が入って行く場
合，受け入れる文化圏の文化が優位に働く場合が多
い１５．例えば，日本に住む留学生にとっては日本の文
化が優位に働くし，海外研修にいけば相手側の文化が
優位に働くのは当然のことである．今後一層異なる文
化や生活習慣をもつ外国の人々と日常的に接する機会
が多くなる中，対等な空間で異文化の人と接する経験
を他の学生と共働ですることは必要なことだと考える．
　筆者は，遠隔授業は対面の補完的・代替的なものだ
という位置付けではなく，遠隔という授業の一形態だ
と捉えている．対面授業か遠隔授業かは，授業の目的
により選択すべきだろう．多様な時代だからこそ，対
面というコミュニケーションの一形態だけにこだわる
ことなく，遠隔という授業形態を学生のうちから経験
させることは意義がある．遠隔授業は，グローバル化
社会に生きる人材育成のためには，重要な役割を果た
すものだと考えられる．
４．２　今後の課題
　今後の課題として，環境面からみれば，画質や音質
が明瞭になれば情報量が高まり共有感を高めやすくな
ることから，インターネット接続環境の確保と高速大
容量の情報供給が必要である．しかし，当然のことな
がら交流先の環境は異なるため，自らの情報環境の整
備だけでは不完全である．さらに重要なのは，ICT を
活用して遠隔授業を行う場合，機器や接続環境などの
物的環境の整備に目が行きがちだが，実際は人的環境
が非常に大事になってくる．物的環境の整備自体に多
くの人の協力が必要になるだけでなく，メディアを使
用することによって生じる様々な問題を解決するため
にも人的なトラブルシューティング力が必要になって
くるからである．遠隔授業実践を実際に行うと，うま
く接続できない，音声や画像が届かないなど，支障が
生じるなどのトラブルに遭遇することは避けられない．
その際，直面するトラブルに対して冷静に問題解決で
きる知識・技術や態度の育成を個々の学生に育成する
ことが今後の課題と言える．
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と述べている．
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